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1. !ま じ め
1793年までの『スコッツ・マガジン (The Scots Magazine)~ は，記事の編成と言う点では
目立った変化をみせず，雑誌タイトルの短縮をともないつつも，実質的には A. Murray と
J. Cockrane のもとで発行を継続してきているので，実質的にこれをこの雑誌の第 1 シリーズ
と考えることもできる。以下では，その後経営陣の安代が見られた1794年から1801年までのこ
の雑誌を第 2 次『スコッツ・マガジン』と呼び，アダム・スミス (Adam Smith) が没して後
の関係記事を取り上げることにしたし、。この期間のスミス関係記事は， 1796年 1 月と 2 月に連
載された「アダム・スミス伝」と， 同年 4 月に掲載されたいわゆる『哲学論集 (Essays on 
Philosoρhical Subjects, 1795.)~ 所収の 1 論文「模倣芸術と呼ばれるものにおいて生ずる模
倣の性質について (Of the Nature of that Imitation which takes place what are 
called the Imitative Arts.)J からの抜粋，そして1801年 6 月と 7 月に掲載された「アダム・
スミス小伝」であるが，本稿では前 2 者を取り上げることにしたい。
(1) 1739年の創刊以来，雑誌の扉には， Sands, Brymer, Donaldson の名前が時たま入ることはあっ
ても， Printed by Murray and Cockrane が一貫して印刷されている。雑誌タイトノレの変遷につい
ては渡辺 [1992J の279ページの注1) を参照。 William Sands [(1736-70)? )], Alexander Brymer 
[1733-42(?)J , James Cockran [1739~1785J ， Alexander Murray [1734-81(?)) のそれぞれにつ
いては， Plomer [1968J の p. 351, p. 288, p. 293, p. 339 を参照のこと。 Murray は Thomas
Ruddiman のもとで修業したらしい。 Ruddiman については，さしあたり Duncan (1965) の pp.
1-6 を見よ。
(2) 創刊以来のモットー， Ne quid falsi dicere audeat quid veri non audeat. (1し、かなる虚偽を
も言うことを彼はあえてすべからず， \，、かなる真実をも言うことをあえてすべしJ) は継承しつつも，
1794年 1 月号の扉には， James Watson の紋章が掲げられ，この号く第56巻>をもって新たなシリ
ーズとすることが示され，そこには Printed by Alex. Chapman and Company. For James 

















彼はカーコーディで1723年 6 月 5 日に生まれた。
彼が 3 歳の頃彼の身に降りかかった出来事は大変興味深いので，非常に重要な生涯の説明に
おいては書きもらすことができない。彼は母親に伴われて彼の叔父のダグラス氏を訪ねてスト
(3) 渡辺 (1992J. 276-278ページ参照。
(4) この『スコッツ・マガジン』の記事について，ポルグ、レイヴの経済学辞典は，その「スミス伝」が
1793年 1 月 21 日と 3 月 18日にエディンバラのロイアル・ソサイエティで朗読された前述の「スミス










Chambers [1855J も Anderson [1863J もタッシーに信頼を置いており，後者はタ γ シーをもとに
した肖像画をスミス像として掲げている。わが国で、は比較的最近以上の 2 者以外のスミス像をも含め


































通し番号が入っているが，その第 1 節第 l パラグラフを短縮したものである。続く第 2 パラグラフは
省略され，第 3 バラグラフは忠実に再録されている。
(7) 第 l 節の第 4 ・第 5 パラグラフの大要を合体したものになっている。
(8) 第 6 パラグラフに相当する。
(9) 第 7 パラグラフの 1 文章である。































(11) 第 9 ・ 10パラグラフが省略され，第11パラグラフが採録されている。
(12) 第12 ・ 13パラグラフの大要の合体である。
(13) 第14パラグラフの大部分に相当する。
く14) 第15パラグラフの 1 部に相当する。以下第16"-'21パラグラフにわたりジョン・ミラーからの証言が
続くが，そのほとんどが省略されている。

































(17) 第23パラグラフに加工を加えたものである。次の第24 ・ 25パラグラフは省略されている。
(18) 第26パラグラフの 1 部に相当する。以下第 2 節には， w道徳感情論』と『言語起源論』の解説が続
いているが，そのほとんどが省略されている。
(19) 第 2 節の第44パラグラフの 1 部分に相当し，第 2 節は以下第61パラグラフまで省略されている。
(20) 第 3 部第 1 パラグラフに相当し第 2 ・ 3 パラグラフが省略されている。
(21) 明らかに1763年の誤記である。
(22) 第 3 部第 4 パラグラフに相当する。
































(24) 第 6 パラグラフの第 1 文章が採録されている。
(25) 第 7 パラグラフが採録されている。
(26) 第 8 パラグラフの 1 部に相当する。
















関する祝福の手紙を受け取っている。それは1776年 4 月 1 日の日付であったが，それはヒュー












ばす余裕がないのだ。~J (続く ) [The Scots Magazine , 1796, Jan. p. 3J 







































(33) 第 5 節第 1 パラグラフから採録されている。
(34) 第 2 パラグラフが採録されている。
(35) 第 3 パラグラフが採録されている。

































90年，彼の従姉の死から 2 年のち，母親の死からは 6 年ののちのことであった。彼の最後の病
は腸の慢性的障害から起ったが，長引いて苦痛が激しかった。しかし，友人たちのこの上もな
(37) 第 5 パラグラフに相当する。






































(39) 第 7 パラグラフの大要が採録されている。
(40) 次の注も含めて第 8 パラグラフが採録されている。
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(53) ステュアートによる「スミス伝」本文最終の第 5 節第19パラグラフの採録である。
(54) この論説は， Smith [1980J の pp. 207-209 の Part. III の全文に相当する。またその pp. 171-

























































































[1 J Anderson, W. [1863J , The Scottish Nations; or the Surnames, Families, Literature, 
Honours, and Biograρhical History of the Peoρle of Scotland, Edinburgh & London. 
[2 J Bonar, J. [1894J , A Catalogue of the Library of Adam Smith, Reprinted in New York, 
1966. 
[3 J Chambers, R. [1855J , A BiograPhical Dictionary of Eminent Scotsmen, Glasgow, Edinburgh 
& London. 
[ 4 J Duncan, D. [1965J , Thomas Ruddiman A Study in Scottish Scholarshiρ of the Early 
Eighteenth Century, London. 
[5J 蜂原良一 [1984J ， リカードウのギャトコム・パークとアダム・スミスの肖像画一一一イギリス経済
学史の旅の 1 こま一一，書斎の窓 No. 330, 1984年 1 月。
[6 J Higgs, H. C. B. [1926J , Palgrave's Dictionary of Political Economy. 
[7J 大河内一男 [1972J ， rアダム・スミスの生涯と著作J (大河内一男編『国富論研究 ill jJ筑摩書房所
収入
[8J 大河内一男 [1984J ， アダム・スミスのポートレイトについて(アダム・スミスの会/大河内一男
編『続アダム・スミスの味』東京大学出版会所収入
[9 J Plomer, H. R. [1968J , A Dictionary of the Printers and Booksellers who were at work in 
England Scotland lreland from 1726 to 1775, Ilkley. 
[1oJ 篠原久『アダム・スミスと常識哲学』有斐閣， 1986年。
[l1J Smith, A. [1980J , Essays on Philosoρhical Subjects, edited by W. P. D. Whightman and 
J. C. Bryce, Oxford. 
- 54-
第 2 次『スコッツ・マガジン』のア夕、、ム・スミス
(12J Stewart, D. (1793J , Account 01 the lile and writings 01 Adam Smith LL. D. in The 
Glasgow Edition 01 the Works and Correspondence 01 Adam Smith vol. 3, Oxford, 1980 (デ
ューコゃルド・ステュアート(福鎌忠恕訳) rアダム・スミスの生涯と著作』御茶の水書房， 1984年。〉
(13J 渡辺邦博 (1992J ， 18世紀スコットランドの雑誌とアダム・スミス，阪南論集社会科学編 Vol. 28 
No.2。
[14J 山崎怜 (1984J ， アダム・スミスの芸術論をめぐ、って， (アダム・スミスの会/大河内一男編『続
アダム・スミスの味』東京大学出版会所収〕
く付記> 渡辺 [1992J の279ページ注1)において， 4度目の改称を行ったこの雑誌が July 1817まで
刊行されたと記しておいた。その段階で筆者が閲覧しえていた甲南大学図書館所蔵のものによっ
たため，調査が1814年末を下限としていたからである。しかしこの度名古屋大学経済学部所蔵の
この雑誌によってこの記述に誤りがなかったことが確認された。調査にご協力いただいた名古屋
大学の山田鋭夫，坂昌樹の両氏に感謝したし、。
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